
今
開
す

金
段
五
匹
　
色
段
二
十
匹

腰
刀
四
把

扇
二
十
把
　
硫
黄
二
千
五
百
斤

大
青
盤
二
十
個
　
小
青
盤
四
百
個

小
青
碗
二
千
個

右
、
暹

羅
国

に
咨

す

宣
徳
四
年

(
一
四
二
九
)
十
月
初
十
日

注

*
こ
の
南
者
結
制
等

の
派
遣
に
対
す
る
暹

羅
国
の
回
咨

が

〔三
九
-
〇

一
〕
で
あ

る
。
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琉
球
国
中
山
王
よ
り
爪
哇
国
あ
て
、
南
者
結
制
等
を
遣
わ
し
て
初
め
て

交
易
を
請
う
咨

(
一
四
三
〇
、

一
〇
、

一
八
)

琉
球
国
中
山
王
、
礼
儀
の
事
の
為
に
す
。

遠
聞
す
る
に
、
華
臣
は
忠
に
し
て
寛
仁
大
度
な
り
。
国
を
撫
し
民
安
泰
に

し
て
業
を
楽
し
み
、
四
海
を
懐
柔
し
諸
国
来
帰
す
る
は
、

乃
の
大
徳
な
り
。

久
し
く
遣
使
し
て
来
賀
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
奈
ん
せ
ん
微
国
は
海
道
を
譜
ん

ず
る
の
師
を
欠
き
、
以
て
斯
く
の
如
く
大
儀
を
失
う
を
致
す
。
今
、
頗
る
水

道
に
暁
る
き
の
人
有
り
。
聊

か
菲
儀
を
備
え
、
特
に
正
使
南
者
結
制
等
を
遣

わ
し
船
を
駕
し
て
礼
物
を
齎
送
し
、
貴
国
に
前
詣
し
奉
献
せ
し
め
て
少
し
く

芹
忱

の
意
を
伸
ぶ
。
幸
希
わ
く
は
収
納
せ
よ
。
今
、
遣
わ
す
人
船
は
買
売
せ

し
む
る
を
容
さ
ん
こ
と
を
。
早
き
に
及
び
て
打
発
し
、
風
迅
に
赶
趁
し
て
回

国
す
れ
ば
便
益
な
ら
ん
。
永
く
往
来
を
通
じ
、
以
て
四
海

一
家
と
為
さ
ん
。

今
、
奉
献

の
礼
物
の
数
目
を
将
て
開
坐
し
移
咨
す
。
施
行
せ
よ
。
須
ら
く
咨

に
至
る
べ
き
者
な
り
。

今
開
す

金
段
二
匹
　

金
紗
三
匹

素
段
二
十
匹
　

腰
刀
五
把

大
青
盤
二
十
個
　
小
青
盤
四
百
個

小
青
碗
二
千
個

右
、
爪
哇

国

に
咨

す

宣
徳
五
年

(
一
四
三
〇
)
十
月
十
八
日
　
咨

注

*
本
文
書
が
琉
球
よ
り
爪
哇
国
あ
て
の
最
初
の
咨
で
あ
る
こ
と
は
〔四
〇
-
二
三
〕

お
よ
び

〔四
〇
-
二
六
〕
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。

(1
)
乃
の
大
徳
　
琉
球
よ
り
爪
哇

あ
て
の
咨

に
は
「…
貴
国
国
王
大
徳
」

〔四

〇
-
二
七
〕
、
「貴
国
…
聖
君
賢
臣
大
徳
遠
聞
於
四
海
」
〔四
〇
-
三
〇
〕
と

い
う
表
現
が
あ
り
、
大
徳
は
特

に
ジ

ャ
ワ
国
王
に
呈
さ
れ
た
賛
辞

の
よ

う
で
あ
る
。

(2
)
南
者
結
制
　

南
者
結
制
の
渡
航

に
つ
い
て
は
、
〔三
九
-
〇

一
〕
総
注
を



参

照

。

(3
)
爪
哇
国
　
ジ

ャ
ワ
の
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
朝

(
一
二
九
三
-

一
五
二
〇
年
頃
)。

ハ
ヤ
ム
＝
ウ
ル
ク
王

(
一
三
五
〇
-

八
九
年
)

の
頃
、
長
く
宰
相
を
つ

と
め
た
ガ
ジ

ャ
＝

マ
ダ

の
活
躍
と
あ
い
ま

っ
て
国
勢
の
最
盛
期
を
迎
え

た
。宮
廷
詩
人
プ
ラ
パ
ン
チ
ャ
が
一
三

六
五
年
に
王
に
捧
げ
た
頒
詩
『ナ
ー

ガ
ラ
ク
ル
タ
ー
ガ

マ
』
は
、
そ
の
広
大
な
国
土
を
記
し
、
そ
こ
に
う
た

わ
れ
る
マ
ジ

ャ
パ
ヒ
ト
王
国
の
栄
光
は
、
今
に
い
た
る
ま
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
民
族
の
誇
り
と
統

一
の
シ
ン
ボ

ル
と
い
わ
れ
る
。

マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト

国
や
そ
の
前

の
シ
ン
ガ
サ
リ
国
な

ど
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
の
国
々
に
つ
い

て
は
、
十
九
世
紀
の
末
か
ら
今
世
紀

の
六
十
年
代

に
わ
た

っ
て
、
主
に

西
欧
の
研
究
者
た
ち
に
よ
る
数
々
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
や
論
争

に
つ
い
て
は
、
C
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d
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,
G
e
o
r
g
e
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な

ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

漢
文
史
料
で
は
十
四
世
紀
半
ば
頃
の

『島
夷
志
略
』
が
同
国

の
繁
栄

の
模
様
を
記
し
、
ま
た
洪
武
三
年

(
一
三
七
〇
)
よ
り
弘
治
十
二
年

(
一

四
九
九
)
に
い
た
る
爪
哇
国

の
朝
貢
を
記
し
た

『明
実
録
』
に
は
、
た

と
え
ば
洪
武
年
間

の
爪
哇
国
王
昔
里
八
達
刺
八
刺
蒲

(
S
r
i
 
B
h
a
t
a
r
a

P
r
a
b
h
u
　
ハ
ヤ
ム
＝
ウ
ル
ク
王
の
称
号
の
一
部

)
の
朝
貢
や
、
そ
の
後

十
五
世
紀
初

め

の
爪
哇

国

西
王

(
V
i
k
r
a
m
a
v
a
r
d
h
a
n
a

)
と
東

王

(
V
i
r
a
b
u
m
i

)
の
争

い
の
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
ジ
ャ
ワ
側

の
史
料

の
伝

え
る
と
こ
ろ
と
お
お
よ
そ
合
致
す
る
。
内
乱
と

マ
ラ
ッ
カ
国
の
興
隆

に

よ
り

マ
ジ

ャ
パ
ヒ
ト
は
十
五
世
紀

よ
り
急
に
衰
え
た
。
女
王
ス
ヒ
タ

(
一

四
二
九
-

四
七
年
)
の
こ
ろ
か
ら
ジ

ャ
ワ
側
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
分
か

ら
な
い
。
『歴
代
宝
案
』
に
残
る
六
件
の
爪
哇
あ
て
の
文
書
は
こ
の
女
王

の
時
期
の
も
の
で
あ
る
(〔四
〇
-
〇
九
、
二
三
、
二
六
、
二
七
、
二
八
、

及
び
三
〇
〕
、

一
四
三
〇
-

一
四
四
二
年
)
。

マ
ジ

ャ
パ
ヒ
ト
王
国
の
滅

亡
の
時
期
も
当
時

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
残
し
た
記
録

に
よ
り
推
定
さ
れ

る
の
み
で
あ
る
。

一
方
、
『
瀛
涯
勝
覧
』
と

『西
洋
番
国
志
』
に
は
十
五
世
紀
前
半
の
時

期
の
爪
睦
の
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
杜
板

(ト
ゥ
バ
ン
)、
新
村

(グ

レ

シ
ク
)、
蘇
魯
馬
益

(
ス
ラ
バ
ヤ
)
の
港
や
そ
こ
に
僑
居
す
る
多
数
の
中

国

の
広
東
お
よ
び
?
州
人

の
こ
と
を
記
す
。
ス
ラ
バ
ヤ
の
港
か
ら
小
船

に
乗
り
換
え
て
七
、
八
十
里
ほ
ど

(ブ
ラ
ン
タ
ス
川
を
)
さ
か
の
ぼ
れ

ば
章
姑

(
C
a
n
g
g
u

)
の
埠
頭
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
陸
路
で
西
南

へ
一
日

半

の
行
程
の
と
こ
ろ
に
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
の
都
が
あ
る
と
い
う

『
瀛
涯
勝

覧
』
の
記
事
は
、
ジ
ャ
ワ
の
年
代
記

『
パ
ラ
ラ
ト
ン
』

(現
存

の
形
は
十

六
世
紀
に
成
立
)
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に

一
致
す
る
。
琉
球
船
が
入

っ

た
港
は
、
ト
ゥ
バ
ン
、
グ

レ
シ
ク
、

ス
ラ
バ
ヤ
、
い
ず
れ
の
場
所
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
『歴
代
宝
案
』
の
文
中
に
は
三
度

に
わ
た
る
爪
哇
国
王

よ
り
の
返
礼

の
こ
と
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
文
章
か
ら
、

マ
ジ

ャ
パ

ヒ
ト
の
朝
廷
と
の
何
ら
か
の
直
接
的
な
交
渉
が
あ

っ
た
可
能
性
が
う
か

が
え
る
。


